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立命館大学技術士会第６回総会議案

＜第１号議案＞
立命館大学技術士会第５期（２０１４年４月１日～２０１５年３月３１日）事業報告

＜第２号議案＞
立命館大学技術士会第５期決算報告および監査報告

＜第３号議案＞
第６期事業計画（案）および予算（案）

＜第４号議案＞
第６，７期役員人事（案）：敬称略



＜第１号議案＞
　立命館大学技術士会第５期（２０１４年４月１日～２０１５年３月３１日）事業報告

　（１）　会員拡大と組織強化

　本会の基盤強化として、本会員、特別会員、準会員および賛助会員合計
１５０以上を目標としたが、第５期末結果は、本会員１５０名（内退会１３名）、
特別会員１名、準会員１名および賛助会員４社の合計１４３であった。
　建設会と連携し会員拡大を図ったが、大きな成果には至っていない。
　建設会、建立会等のＯＢ会を通じて、今後も拡大を図る必要がある。
　建設会報に、技術士懇談会、ＪＡＢＥＥ説明会の情報掲載を課題とする。
　合格者の入会を促進し、会員拡大を図る等、今後も組織強化を図る。

　引き続き、会員拡大と組織強化を行っていく。

　（２）　技術士試験受験への支援

　Ｈ２６年度技術士第二次試験受験支援は、２０１４年５月１７日、７月１２日
の２回、受験支援講習を実施した。
　口頭試験支援は、１１月１５日他で実施し、５名が合格した。
　Ｈ２７年度技術士第二次試験受験支援は、２０１５年３月１４日、４月１１日
の２回、受験ガイダンスとして、申込書、部門と専門事項の整合を核に指導
する講習会を実施した。

　（３）　立命館大学への支援

　大学の環境・都市系教室と連携した講義を実施した。
①環境システム工学科３回生〈８０名〉対象に、技術者のキャリアを主体とした
『第２回立命技術士懇談会』を７月１７日BKCにて実施した。
　プレゼンは、公務員、コンサル、ゼネコン各職種の職務と役割である。
　懇談会後トリシア中庭で、先生方および学生達と懇親交流会を開催した。
　昨年に引き続き開催し、継続を確認できた。

②都市システム工学科２回生〈８０名〉を対象に，『第３回立命技術士懇談会』を
１１月１８日に実施した。
　プレゼンは、環境システム工学科同様、各職種の職務と役割である。
　懇談会の後に、都市システム工学科の先生方と懇親会を行った。
　前年に引き続き開催し、継続を確認できた。

③環境システム工学科１回生を対象に、『ＪＡＢＥＥ認定制度と技術士資格に
関する説明会』を１２月１８日に開催した。
　ＪＡＢＥＥ制度を活かすには、取得した人達が技術士第二次試験に積極的に
チャレンジすることが求められる。

　以上の『立命技術士懇談会』及び『ＪＡＢＥＥ認定制度及び技術士資格に
関する説明会』については、（公社）日本技術士会近畿支部及び建設会の
後援を得て、実施している。



　（４）　技術講演会および親睦会

　会および会員相互の資質向上として講演会等を企画し、第５回総会時に
ＦＰＤ技術コンサルタント代表取締役寺内健一様より、「ＦＰＤの最新動向」の
講演会を実施した。
　交流懇親会は、１１月１５日に「モリシタ」にて開催した。
　楠本幹事より、アメリカでの技術講演報告があった。
　また若手技術者育成に、『土木！この素敵な仕事』（仮題）の出版に向けて、
取り組んでいる。

　（５）　会計基金を充実させ、事業企画を推進する

　①技術士受験支援基金（受験講習イベント、講師謝礼等）、②講演会・交流
企画基金（講演会イベント、交流会イベント等）、③大学支援･共同企画基金
（JABEE支援、共同講演会企画等）の３種の基金を設け、各事業企画に応え、
活用していくこととした。
次年度以降も更に資金の充実を図る。





＊定額貯金の利率は３年以上預けた場合の年利率である。
　また満期時は１０年経過となり、通常口座に振り替えられる予定です。

合 計 ¥450,000

定 額 貯 金 ③
大 学 支 援 基 金

27-03-30 ¥150,000 27-09-30 0.04

定 額 貯 金 ①
受 検 支 援 基 金

26-03-27 ¥150,000 26-09-27 0.04

定 額 貯 金 ②
講 演 交 流 基 金

26-03-27 ¥150,000 26-09-27 0.04

積　立　基　金　会　計　（ゆうちょ銀行）

預　金　名 預け年月日 預け金額 払戻（開始）年月日
年 利 率

％



＜第３号議案＞
　第６期事業計画（案）および予算（案）

　＜事業計画（案）＞

　（１）　会員拡大と組織強化

　本会の組織基盤を確立するために、会員の拡大・増強
を行い、正会員、特別会員、準会員および賛助会員の計
２００以上を目標に更に基盤構築を図る。

　（２）　技術士試験受験への支援

　既に開催した受験ガイダンスに続き、昨年同様５月１６日、
に第３回講習会、６月２７日第４回講習会を実施している。
　今年度の試験実施が７月後半となり、第４回目を早めた。
　またＨ２８年度受験については、これまで同様に３月と４月
に受験ガイダンスを予定している。
　筆記試験合格者の口頭試問支援として、１１月１４日に模擬
口頭試験を予定している。
　詳細は、ＨＰにおいて掲載・募集する。

　（３）　立命館大学への支援

　昨年に引き続き、都市システム工学科および環境システム
工学科の学生を対象に、『立命技術士懇談会』を企画する。
　『第４回立命技術士懇談会』は、環境システム工学科３回生を
対象に７月１７日に開催を予定。『第５回立命技術士懇談会』は
都市システム工学科２回生を対象に、後期授業で開催を予定。

　また、『JABEE制度と技術士制度の説明会』は、環境システム
工学科１回生を対象に後期授業で予定する。
　これらを核に、大学支援を環境・都市系教室と連携して図って
いく。
　さらに、学生支援の一環として、今後の技術者のあり方を核に
『土木！この素敵な仕事』（仮題）の出版を実現する。
　近々に出版（WEB公開）の予定である。

　なお『立命技術士懇談会』は、（公社）日本技術士会近畿支部
及び建設会の後援をいただき、実施している。

　（４）　技術講演会および親睦会

　 　総会時の講演を実施し、大学との連携講演を企画する。
　また交流懇親会は、継続して実施し、幅広い交流へと
企画していく。

　また『土木！この素敵な仕事』（仮題）の出版は、技術者を目指す
学生および一般若手技術者への啓発を基本し、電子書籍としての
出版を予定している。出版を通じて、魅力ある国づくりへ技術士活動
における社会活動を前進させる。



　＜予　算（案）＞

　①　収　入
（１）　会費等 本・特別・準会員 300,000     

賛助会員 50,000       
その他 50,000       

（２）　講習会等 35,000       
（３）　復興支援金 20,000       
（４）　その他 1,101        
（５）　前期繰越金 83,899       

合　　計 540,000     

　②　支　出
（１）　会員技術研修等支援活動費 115,000     
（２）　大学教育支援活動費 105,000     
（３）　技術士試験受験支援活動費 100,000     
（４）　その他活動費（復興支援金等） 20,000       
（５）　通信事務費 30,000       
（６）　会費振込手数料 10,000       

上記計 380,000     

（７）　基金（３活動基金） 150,000     
（８）　予備費 10,000       

合　　計 540,000     

＊定額貯金④が今期の基金予定額である。
＊定額貯金の利率は３年以上預けた場合の年利率である。
　また満期時は１０年経過となり、通常口座に振り替えられる予定です。

定 額 貯 金 ④
３ 活 動 基 金

28-03-31 ¥150,000 28-09-31 0.04

合 計 ¥600,000

定 額 貯 金 ②
講 演 交 流 基 金

26-03-27 ¥150,000 26-09-27 0.04

定 額 貯 金 ③
大 学 支 援 基 金

27-03-30 ¥150,000 27-09-30 0.04

預　金　名 預け年月日 預け金額 払戻（開始）年月日
年 利 率

％
定 額 貯 金 ①
受 検 支 援 基 金

26-03-27 ¥150,000 26-09-27 0.04

積　立　基　金　会　計　（ゆうちょ銀行）



＜第４号議案＞

　第６、７期役員人事（案）：敬称略

　　役　職　名 卒　業　年 部　門

　　会　　　長 　　大森　　秀高 　Ｓ　５０ 建　設
　　（　１名　）

　　副　会　長 　　南側　　晃一 　Ｓ　５３ 建　設
　　（６名程度） 　　楠本　　博 　Ｓ　５４ 建　設

　　土屋　　光弘 　Ｓ　５８ 建　設
　　橋口　　正悟 　Ｈ　１５院 建　設

　　幹　　　事 　　大森　　秀高 留任 　Ｓ　５０ 建　設
　（２０名以内） 　　糸田川　廣志 留任 　Ｓ　４７ 上下水道

　　南側　　晃一 留任 　Ｓ　５３ 建　設
　　西村　　敏 留任 　Ｓ　５４ 上下水道

　　楠本　　博 留任 　Ｓ　５４ 建　設
　　日室　　伸一 留任 　Ｓ　５４ 上下水道

　　吉田　　順一郎 留任 　Ｓ　５５ 建　設
　　土屋　　光弘 留任 　Ｓ　５８ 建　設
　　星野　和之 新任 　Ｈ　０３ 建　設
　　青山　　裕之 留任 　Ｈ　０５ 建　設
　　太田　　和夫 留任 　Ｈ　０５ 建　設
　　今井　　豊 留任 　Ｈ　０８ 上下水道

　　今道　　洋 再任 　Ｈ　１３院 上下水道

　　長谷川　真也 留任 　Ｈ　１３ 建　設
　　橋口　　正悟 留任 　Ｈ　１５院 建　設
　　服部　亘啓 留任 　Ｈ　１７院 建　設

　幹事長 　　糸田川　廣志 留任 　Ｓ　４７ 上下水道

　会計監事 　　宮川　　繁雄 留任 　Ｓ　４６ 上下水道

　（　２名　） 　　村山　　稔 留任 　Ｓ　４９ 建　設

幹事及び監事以外の役員

　　役　職　名 　　　氏　　　名　（敬称略） 　　　　　摘　　　要

　　顧　　問 　　　児　島　　孝　之
　　　山　田　　淳
　　　田　中　　伊　三　雄

　　相 談 役 　　　奥　村　　一
　　　大　同　　淳　之
　　　岸　田　　順　三
　　　渡　邉　　郁　夫

氏　　名　　（敬称略）


